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珍しいオガワコマッコウの漂着 

 2004年 8月 26日の早朝、大型台風 16号の接近が懸念される番所崎先端の外洋に面した浜にクジラが

横たわっていた。当時、京都大学瀬戸臨海実験所の院生だった小林亜玲さんが発見した（図）。その知

らせを受けて、元職員の田名瀬英朋さんや同院生の河村真理子さんらとともに現場に駆けつけた。この

個体は人間より多少大きかった。頭部のすんなりとがった形状とともに、背鰭が比較的幅広くて先端が

とがり、その後縁がくぼんでいる点からみて、オガワコマッコウのように思えた。おちょぼ口で目が小

さく、マッコウクジラをずっと小さくしたような形をしていた。既に死亡しており、黒光りのする体表

には、わずかなかすり傷を残してひどい外傷は見当たらなかった。死因は外見からは分からない。頭頂

部をよく見ると、中央より左にかたよって開いている鼻（噴気孔）から泡が出ていた。体内でガスが湧

き始めているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図. 白浜町番所崎に死亡漂着したオガワコマッコウ（腹面図） 
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オガワコマッコウの特徴 

 コマッコウ属は世界でコマッコウとオガワコマッコウのたった 2種しかいない。オガワという名前は、

日本のクジラ類研究者の小川鼎三博士に献名されたものだ。両種はよく似ており、1966 年まで同種扱い

されていた経歴がある。オガワコマッコウは背鰭が長く、解剖学的には、喉に短い不規則な 1、2本の溝

があるコマッコウとは異なる識別点がある。頭部の形状に加えて、目のすぐ後方にある白い模様（偽鰓

＝ぎさい、かっこ斑とも呼ばれる）、背鰭の形、口のつき方、下顎にある鋭くとがった歯などで、一見

すると、イルカよりもむしろサメに似ている。しかし、なんといっても、尾鰭はクジラ・イルカ類特有

で、海表面に平行して伸びている。 

 その日には、県と白浜町にも連絡が取れて、DNA分析用の肉片サンプルを切り取る許可を得た。そこで、

まず、金切鋸で背鰭を切り取ろうとしたが、相当硬くて手間取った。だが、田名瀬英朋さん愛用の磨き

上げた出刃包丁が、肉片も含めて切り取りに威力を発揮した。肉片などを切り取っても腐敗臭はほとん

どなかった。下顎も切り取って、歯をできるだけ多く回収した。これらは氷点下 80度で冷凍保存した。  

 国立科学博物館勤務のクジラ類専門家である山田 格博士から、同定など様々な助言があった。また、

山田博士らが作成された、この数百年間の漂着や漁獲中にかかったクジラ類のデータをまとめたインタ

ーネットサイトにアクセスさせて頂くことで、オガワマッコウやコマッコウが、これまであまり記録が

ないことが判明した。山田博士はこの漂着個体を採りに来ようとされたが、おりからの高波などで流失

してしまったのは残念だった。 

オガワコマッコウの生態 

 2004年までの段階だが、過去 50年ほどの期間中に白浜町沿岸に 3科 8属 8種 17頭のクジラ・イルカ

類の漂着・迷入記録がある。上記の発見によって記録は更新され、4科 9属 9種 18頭となった。 

 当時、わが国でのオガワコマッコウの漂着記録は、太平洋側では千葉県銚子市から沖縄県石垣市まで、

日本海側では石川県と福岡県の全部で 20例ほどしかなかった。オガワコマッコウは、世界中の熱帯から

温帯海域にかけて生息しているとされるが、野外での観察例は少ない。この理由は、外洋性で、大陸棚

縁辺部を越えた 300mくらいまでの深い場所に生息することによる。加えて、一般的にクジラ類は海面上

で浮かんだまま前進するのだが、本種は、ゆっくりと慎重に上がってきたら、すぐに姿を消す性質があ

ることにもよる。オガワコマッコウが海面より飛び跳ねる行動をして尾鰭から落ちたり、腹から着水す

るシーンが目撃されたこともある。 

 他にも興味深い行動が知られていて、コマッコウも同様なのだが、驚くとイカ墨の様に糞をばらまい

て煙幕をはるという。また、腸から赤褐色の液を排出して姿をくらまし、逃亡する技をもつという。社

会行動としては、群れをつくる場合でも小さなもので、10 頭以下とされている。だが、普段は単独行動

をするらしい。 
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 オガワコマッコウは、体長 2.1～2.2mで性成熟する。今回の個体は 2.4mあったので、りっぱな成体だ。

最大記録の体長 2.7mには及ばなかったものの、最大体重が 210kgだから、今回の個体は 200kgくらいは

あっただろう。約 9カ月の妊娠期間の後に、体長 1mほどの新生児を一頭産み、しばらく授乳して育てる

らしい。食物はマッコウクジラと同様で、小形のイカ類や魚類、エビ類を捕らえているそうだ。この他

に、クラゲ類も食物となっているらしい。 

 

7．事務局便り 

●「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事務局

までご連絡ください。 

 このメールマガジンの配信を希望する方がありましたらアドレスをお知らせください。 

 このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくため

に転送をお願いします。ただし、写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝い

できる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ご一緒に講演会や観察会を

したいと思われる団体からも提案をお受けします。 

 本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ口座「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－

６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金される場合は、送金の内容

について事務局にお知らせください。 

 

8．編集後記 

 先日、約 1年ぶりに東北・三陸地方の沿岸部を訪れました。陸のがれきの山は減り、志津川湾の養殖

いけすの浮きは増えていました。営業を再開した海辺の食堂やホヤの直売所で抜群においしい海の幸も

いただき、確かな復興の足取りを感じました。一方、生物界でも、地盤沈下した海岸沿いにできた汽水

の池には小さな魚が泳いでいました。新たな地形で着々と生態系の再生が進んでいるようです。 

 気仙沼の小泉地区では、地震と津波で誕生した自然を、そのままジオパークとして保存できないかと

考えている住民の方々がいます。しかし、そこには平成 27年末までに、防潮堤が作られる計画とのこと。

そのサイズが、半端なく大きいのです。高さは約 15mとビル並み、それを支える底辺の幅は、なんと 80m

以上！！ エコトーンも台無しのコンクリートお化けは、想像するだけで寒気がします。（ちよ） 

 

 わずか 3年前、鳩山政権のときに、ひょっとしたら辺野古の海を守り通すことができるかもしれない

と思ったことがあった。あれから 3年、辺野古の海の埋め立て申請の告示縦覧が始まった。この海を守

り通すことができるだろうか。いたるところで「人からコンクリートへ」時代は逆行している。ジュゴ

ンの海が日本から消えていく未来は持ちたくない。選挙だけがすべてではないが、選挙も大事なのだ。

「真の文明は 山を荒らさず 川を荒らさず 村を破らず 人を殺さざるべし」田中正造の言葉に今こ

そ魂が宿る。海を荒らさず・・・。（宏） 


